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韓牛・水田複合経営の実態分析

申　海　植
シン　　　　へ一　　　　シク

Lはじめに
2．調査対象農家の概要

3．韓牛飼養の実態

　1）飼養農家のタイプと特徴

　2）飼養頭数の推移

　3）売買状況及び流通経路

4．ま　と　め

1．はじめに

　韓園における韓牛飼養は現在大きな転換期におかれている。韓牛飼養は長い間、耕種

農業の附随的な役割をしてきながらいわゆる副業的畜産といわれてきた。

　しかしながら、経済発展とともに畜産業も大きぐ成長することによって個別農業

経営においての沼牛飼養の位置がますます高まっている。従って、農業所得の中で

畜産が占める比率は1970年には農家1戸当り5．9％にすぎなかった：が1980年には

12，1％、そして、1985年にはi7％となっている。これは政府による積極的な複合

経営の奨励に起因するとともに、農家の農業所得源が非常に限られていることにもその

原霞がある。このような社会経済的与件の変化によって1970年代後半から各地の

農家では基幹部門として新たな部門、即ち、韓牛部門を導入し、経営を維持・発展

させようとする試みがなされている。一般に、経営内のある部門に韓牛飼養を墓幹

部門として取り入れる場合、一部門の時よりも経営内の生産資源が有効に利用され

て経営全体として収益が増加安定し、費用が軽減されて経営屋標がよりょく達成さ
　　D’
れる。

　しかしながら、韓圏の韓牛経営は産地の生産体制がまだ確立されていないため、
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経営は不安定であり、ほとんどの農家は粗飼料を生産する経営耕地の余裕がないた

め、水稲作の副塵物である稲わらを充てるものが多い。

　そこで、本稿では韓牛飼養と水田との構造をとらえるための一方法として具体的

な農家実態調査の事例をもとに韓牛飼養頭数の規模拡大過程、水田面積と飼養頭数

規模との結合、そして、韓牛の販売と購買状況及び主要な流通経路はどのようなも

のかという点を明らかにしておきたい。

露．調査対象農家の概要

　調査対象地域は町から8㎞くらいはなれている村で、1970年代中頃から従来の

自給自足的食糧生産から商業的営農への進展によって、ほとんどの農家が四丁食糧の

最小隈の確保以外にも生産した農産物を生計維持・教育・営農などに必要な資金を

準備するために直接町へ持って行って消費者に販売している。

　調査対象農家の農用地の所有、労働力及び作付構成などの状況を示したのが第1

表である。

　農家1戸当り平均耕地面積は96．65aでうち水田は50．08a、畑は岐9．57aである。

家族労働力は基幹が平均L99人、補助が平均O，四人であり、農家1戸当り経営耕地面

積に比べて過剰就業になっていることがわかる。そして、耕地の作付構成をみると

水稲、ごま、にんにく，とうがらし、野菜などで水稲作を主体とした複雑多岐な作

中を生産している。

　また、平野を飼養している農家の大部分は自己所有地の耕地面積だけでは野牛飼

養に必要な粗飼料（主に稲わら）を調達する能力がないことから、借入地によって粗

飼料を自給しようとする農家が多い。

　ここで、水田と畑の借入地に対する小作料について述べてみることにしよう。

　水田の借入地に対する韓国の伝統的な小作慣行は、特捌な契約書はなく農薬と肥

料費・雇用労働費などの諸費用を小作人が負担し生産物（稲）を5：5で分ける半

作形態の小作慣行が大部分である。担し、水田から生産された稲わらは小作人のも

のとなる。

　次に、畑の小作料は第1表からみると、畑作物の商品化率が高く、近郊園芸作物

の栽培が盛んであることから水田より小作料が高い。その調査農家が払っている

小作料は坪当り300won～500wo簸で、畑面積の供給より需要農家が多いために
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
高い小作料を支払いながら耕作をしているといえよう。
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第1表　調査農家の概要（1986）

タイプ
羅鴬耕地面穰（a｝ 家族労通力ひ。 作　　付　　構　　成　（・、％）

農家

O岡 計
水　照 畑 基　幹 認　助 水　稲 ご　ま にんにく とうがらし 野　菜 その他

韓　牛

煤@養

ｪ数調

借入地の小作料（woη）
所有 注入 所有 借入 男 ．女 男 女 簡蟹

間ロロ

ｻ率
面積 　日ロ

ｻ率
面譲 　凱口

ｻ率
面綾 　Ω日
ｻ率

薗蟹 商品

ｻ率
蝦蟹

③ 116 37 12 67 1 王 1 1 唾9 62．5 33 95 7 75 　23
i大根）

95 4 3G 水田　：生産鍛を5　：　5，　焔　：土撃讐≦り　300

薯

② 61β 25 3．3 33．3 1 ユ ユ 25 o 13 70 1．7 o a3 o 　三3
i盗菜）

go 三6．9 13 畑：坪当り300

⑥ 1 1 30 小作飼青：販売額を5：5

③ 52 尋2 10 1 42 85 3．3 80 6．7 3 燭：坪当り300

⑦ 76 50 26 蓋 1 50 釦 17 e 2 5G 7 5 水…日：5：5

⑨ 70 40 3G 三 1 40 75 30 go 6 水田　5　＝　5　Ψ　燭　；坪当り300

⑩ 93 60 33 三 1 1 60 67 10 80 　10
iき噸うり）

100 ユ2 4 水紹：5：5，畑：坤当り40◎

H ⑫ 蔓6 23 23 … 三 23 40 7 60 玉。 67 6 2

⑭ 50 50 ユ ま 三 50 50 益 水田：5：5

⑯ 66．6 333 33．3 1 1 333 65 ！3 87 17 80 33 2

⑫ 1⑪33 333 67 1 1 333 65 20 8？ 三〇 80 　芝0
iきゅうり）

100 2？ 1 水圧　：　5　：　5　p　燗　：　坤当り　300

⑱ 題｝33 33．3 170 1 i 333 30 5G 95 　50
q碗豆）

95 34 95
　ミ7　　　　工oo（き疹うり）

三9 5

④ 220 12 68 50 9G 2 ！ 1 1 80 90 33 9G 7 70 33 90
　17　　　　100〔ゆうり）

5◎ 感 水田　：　5　：　5　，　爆　：　圭孚…当り　300

⑥ 三〇6 83 23 茎 1 1 1 83 60 23 13 細：坤…釜り300

⑧ 三26！7 120 6．7 1 1 1 三 120 50 ＆喋 85 33 5 水田：5；5，姻：坪当り400

⑪ 150 83 67 2 1 1 1 83 52 33 90 　27
iきゅうり）

10G 7 3

⑬ 1三99 53．3 333 333 2 蒐 玉 86石 ？0 17 80
　烹0　　　　100（き㊧うり）

16．3 鑑 水田　：　5　：　5　，　煙　：坪≧疑り　500

璽平均

⑲ 1333 100 　333
i果樹囲）

1 1 100 60
　33．3　　　　10G（りんご）

3 水田：5：5

99届65 　　aTG．08 　　aSa57 五3酪 α94人 5乳7％
　　％75．4

625％ 7a6％ 98　％ 76蝉 「一・．一｝
（注）　L

　　　2．

　　　3．

実態調査表よ沿伶成。

　　　　　　販売費
商跳醐忽蚊鍛×・。o・
玉y・・÷5．Sw・6。



3．韓牛飼養の実態

　1）飼養i農家のタイプと特徴

　韓国の農村ではどの農家でも、韓牛飼養が耕地面積に関係なくほとんどの階層にわ

たって導入されている。頭数規模は多様であるが調査対象農家を水田面積と飼養頭

数の規模によっていくつかのタイプに分けて考察することができる。それを模式的

に示したのが第1図である。この第1図と第1表を比較しながら各タイプの特微を

みておきたい。

　至タイプは水田面積が0～50aと小規模の面積を作付けしながらも他タイプの農

家よりも飼養頭数規模が13～30頭と大きいという特徴がある。このグループの農家

（①②⑤）には他タイプの農家に比べていくつかの特徴がみられる。

　たとえば、①番の農家は自己所有の経営耕地はあまり持っておらず借入地に依

存して経営を維持しているカ～経営老の能力によって規模拡大が可能となったといえ

よう。この経営者は村でも韓牛経営の担い手として韓牛の飼養管理、販売及び購買、

畜産資金（融資）の推薦及び斡旋、市場価格の情報などを他の農家にも教えている

三四な経営指導者であるといわれている。

　②番の農家は経営者の兄が町の馬形の役員であり、他の農家に比べて年中の現金

収入があり、しかも、ほとんどの農家が韓牛をはじめて導入、あるいは規模を拡大

する場合、、自己資本による購入能力は持っておらず隈られた融資を受けて他人資本

（農協・畜協の融資）による導入をはかる場合が多いなかで、この農家は畜協から

融資の特恵があって規模拡大を可能にしたようである。

　⑤番の農家の経営老は都甫で会社員としてつとめていたが田舎が好きで10年前か

ら養豚経営を始めている。この農家は耕地面積はまったく持っておらず丹心飼養に

必要な粗飼料もすべてが購入に依存している。そして、村の地主からの委託飼育、

つまり小作飼育によって韓：牛を飼育するという形態をとっている。

　引越を販売した時の韓牛飼育に対する利益は次のように計厚している。

　利益篇〔販売額一｛飼料費（濃厚飼料購入費÷粗飼料購入費）要素薬事＋薬剤費

｝〕÷2

　人件費と諸費儒は計上せず小作人の負担となる。

・圭66一



第1國　韓牛飼養頭数と水田面積の模式図

韓

牛

飼

養

頭

数
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　1
30i⑥

　ざ
15

12

9

6

3

1　①

②

　　　　／

　　グ⑨顎

・⑱⑩8

⑫⑯③
　⑰

　　　／／

／弓⑥

膿

④⑬⑮
⑭

⑧

　　　　　20　　　　40　　　　　60　　　　80　　　　100　　　120

　　　　　　　　　水田面積（a｝

（注）　1．実態調査表より作成。

　　　2．○の数字は農家番号を示す。

　以上、3つの農家の共通的な特微は6ケ月以内の短期肥育経営を行っていること

と他のタイプの農家よりも割合に借入金（たとえば①②番農家）が多いことを指摘

することができる。

　嚢タイプは水稲を20～60aと小規模面積作付け、そこに1～6頭のノ」・規模飼養を

行なっているタイプである。このタイプの中でも2つのグループに分けて考察する

ことができる。1つのグループは⑦⑨⑩⑭⑰番の農家で水稲面積のすべてが借入地

となっており、経済的な余裕と粗飼料の給源が限られていることから規模拡大（多

頭化）ができない農家のグループであるといえよう。

　もう1っのグループは③⑫⑯⑲番の農家で自己所有の水田薗積は小規模で粗飼料

の欝給ができるほどの韓牛を飼育しているグループである。以上の韮タイプの特徴

としては特別な飼養技術と管理はなくて伝統的な飼養慣行による長期肥育を行なっ

ていることを指摘することができる。

　獲タイプは水稲面積が80～120aで他のタイプより水田規模が大きいながらも飼

養頭数の規模が小さいタイプである。このタイプの中で⑥⑬⑲番の農家は自己所有

の水田面積が割合に大きく資金力も持っているが稲作と韓牛飼養部門において経営

諸要素の競合関係（労働力と資金の内部循環）があるため、規模拡大を避けている
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農家のグループで、稲わらの残余分は敷料あるいは他の農家へ販売する農家である。

もう1つのグノレープは④⑧⑮番の農家で自己所有の水田はもっておらず借入地に依存

して粗飼料を調達する農家のグループである。たとえば、④⑮番の農家は規模拡大

’をしたくても資金力と経営能力がない農家で、借入地に依存する粗飼料の生産がな

ければ韓牛飼育（小規模）もできない代表的な農家のグループであるといえよう。

　次には、3つのグループがどのような過程をへて規摸拡大をしてきたのかを考察

することにしよう。

　2）飼養頭数の推移

　韓国の韓牛飼養の展開過程は、役畜的段階、役畜から用畜への転換期、用畜の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
展開期と3つの段階に分けることができる。

　この3つの展開過程においての各農家の飼養頭数の推移を示したのが第2表であ

る。第2表からわかるように1961年から1970年代中頃までの農家では1戸当り

飼養頭数は1～2頭にすぎなかった。しかしながら、社会経済的条件の変化によっ

て197◎年代後半から1戸当り1～2頭飼育の慣行はやぶれ、多頭飼育の段階には

いることとなった。

　以下では、各段階ごとに主要農業政策、飼料及び給与方法、飼養昌的がどのよう

に変ってきたのかを概略的にみていく。

　1960年代（役畜的段階）の主要農業政策は食糧：自給体制の確立と農地基盤造成

事業の推進が行なわれ、その段階の飼養昌的は畜力と厩肥利用が主要昌的であって

飼料源は農業副産物（稲わら、ぬか、残飯）と山野草に依存し、給与方法はあくま

でも伝統的な火食であった。

　1970年忌（役畜から役・用畜への転換期）の主要農業政策である米麦の二重穀価制

実施、稲作の多収穫薪晶種の開発、普及によって農家所得が増大し、セマウル運動

の展開によって「稲わら屋根の改良」が行われた。

　それによって飼養目的は畜力と用畜の利用にかわり、飼養及び給与方法では農業副

産物＋濃厚飼料の飼養方法が見えはじめ、給与方法は火食：＋生食：の農家が現われる

ようになった。そして、1978～79年には韓牛の販売価格が従来よりはるかに高

かったため、伝統的な副業的畜産から経営内部にヱつの基幹部門として取り入れた

農家がふえることとなった。

　1980年代（用；畜の展開期）の農業政策の主眼点は政府の積極的な複合経営の推

進、畜産希望農家に対する韓牛入融資金の莫大な放出、農業機械（主に耕転機）の大

・168一
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第2表　韓牛飼養頭数の推移

タイプ 農家番号 196：年～三970 197五～　　　76 77 78 79 80 8三 82 83 84 85 86 韓牛飼養担当…蕎謝 経営顛形
耕転機
w入年
負債額
iwOn

①
　　“

_150万
8 　30

_10G万
　30
Q！00万

15 30 30 12 15 30 主入（35）萎侮） 短鰯唐膏 ，82 農協250万
{　100万

蓋

② 1 ユ 1 5 8 8 　10
{6D万
　16
R40q万

16 　13
{200万

弟（28）兄の妻（28） 〃 ，82 畜協500万

⑤
部門導入

7 10 30 鐙人（39）妻（36） 〃 小作飼育

③ 1・・・・・・・・・…　鱒 ●　●　じ　■　喩　●　■　”　ロ　■　●　●
2 2 2 2 　　4

_100万
3 3 3 5 3 主人（52） 幽幽B育

⑦ 1 4 1 2 4 　　6
_20（房

2 5 主人（33）妻（31） 〃
，82

⑨ 1 1 2 3 2 　　6
_50万

4 6 主人（36）i誕（29） 〃 農協50万

⑭ ユー・・・・・…　。… o　o　り　●　り　o　・　・　o　曾　●　，

ユ 2 3 6 5 4 o o 　　5
_5（田

4 主人（61）妻く56） 〃
農協20万
ыﾂ10万

到 ⑫ 　1
_60万

1 2 1 2 主人（2の 〃 農協60万

⑭ 1 1 1 1 2 3 　　5

ｧ20筋
4 5 4 主人（31）弟（2？） 〃

⑩ 2 3 1 3 6 2 主人（3ユ） 〃
，82

⑫ 1 1 ユ 1 　　2
k如万

2 ま 主入（31）妻（27） 〃
，83 農協40万

⑱ 三。…　韓・・…　輔・ ●　■　噛　o　■　o　●　亭　●　■　u　●
1 三 1 三 　3

P0砺
4 2 1 4 5 主人（45）妻（42） 〃 ，82 農協100万

④ 王 3 4 5 6 7 1 3 4 主人（30）翼（2の 〃 ，84

⑥ 1 1 三2 15 14 玉G 13 三3 童人《31）妻（27） 〃 ，82

冒

⑧ ： ま 1 1 1 3 4 0 0 5 ま人（42）妻（38） 〃
，83

⑪ 1　・・鱒軸…
三 2 3 2 3 4 3 3 3 3 主人（49）妻（49） 〃

，83

⑬ 　魂
_100万

4 3 4 4 3 弓 4 3 4 主人（2の弟｛20） 〃
，84 農協300万

⑮
　4
Q00万

3 2 5 　6
_100万

3 主人（32）妻（27） 〃 ，82 農協300万

韓一陣の展踊過程 役畜的段階 役蜜から用畜への転換期 用畜の上腿期

飼養臨的 畜力、駐肥の利馬 畜力、驚畜、綾肥の利用 用畜、差肥の利用

※L農協融資の一般的な貸出は年利14、5％

@2．蕾協融資は打中入超農家に限り隼8％

@a三厩の利子は集荊36～50％と高い飼料及び給与方法 農業副産物、火食 二二副産物＋濃纒飼料、火食幸生食 租飼料＋漫厚銅料、生食

社会経済的与件の
ﾏ化及び主要農業
ｭ策

食機自給体鮒の
m立、農地基盤
｢戒穣業推進

「セマゥル運動」の展薦による稲わら屋擬の
ｸ良、米麦の二重穀価麟実施による農家所得
搗

敷尉の撰麓的な重合経営の鑑這、畜協から韓牛入殖
窓烽ﾌ莫大な敢出」農業機激に竺に欄間機）の大
ﾊ普及

（注）1．実態謁査表より作成。

　　2．各年の飼養頭数の下の農・畜の数字：ほ、韓牛の規模拡大あるいは導入時の農協と畜協からの借入金額を示す。



量普及によって韓牛飼養の目的は用畜化へ、飼料及び給与方法は稲わら＋濃厚飼料、

生食への進展が起こり、頭数規模はますます大きくなった。

　以上、飼養頭数の展開過程についておおまかに述べてみたが、では次に農家実態

調査を通じて考察することにしよう。

　ほとんどの農家が韓牛を薪規導入、あるいは規模を拡大する場合、共通的な特徴

中の1つはいくつかの農家（④⑥⑧⑱⑯）をのぞけば自己資本ではなく他人資雇借

入金）によって行なっていることである。もう1つの特徴は半分の農家は1986年

末現在、借入金に対する返済ができずに残っていることである。

　たとえば、1タイプの①②番の農家は借入金が各々350万won、500万won

と多いのに対し、規模が小さい農家ほど借入金が少ないといえよう。そして、、各農

家は耕転機の導入によって畜力の利用は減殺され、一部の農家（＠⑭）をのぞけば

畜力による農作業は行なわれていない。しかし、いまだ畜力の利用によって農作業

を行なっている農家（＠⑭）は、経営耕地面積がそれぞれ46a、50　aと小さく畜力

による農作業でも不便がないといわれている。

　3）韓牛の売買状況及び流通経路

　畜産物の中でも生体牛及び牛肉の流通経路が一番複雑である。牛肉の流通経路は産

地肉の産地流通経路、地方肉の都市搬入経路、輸入肉経路、密屠殺の牛肉経路など、

複雑な流通経路がある。ここでは、産地から大都市へ搬入されている主な流通経路

を示したのが第2図である。その流通経路には畜協系統出荷、家畜市場、蒐集商の3

つがある。

　④畜協経路：農家→畜協→畜産物共販場（屠畜、競売）→畜協直売店→消費者

　②家畜市場：農家→家畜丁場→蒐集搬繊商→畜産物卸売弓場（屠畜、競売）→精

　　肉店→消費者

　③蒐集商経路：農家→蒐集商→産地屠畜場→精肉店→消費者

　以上の3つの流通経路の中でより一般的なのは②③の経路であるがこの経路は前

近代的な方法によって取引が行なわれている場合が多い。

　実態調査農家の流通経路別の販売比率をみると（第3表）、①の畜協系統繊荷に

よって販売行為をしている農家は50％を占め、②③の流通経路を利用する農家は50

％にもいたっている。しかし、②の流通経路を利用する場合、中間商人である仲買

人（法定）あるいは競売士が介入し、飼育農家が食肉商人及び大量需要者に販売す
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第2図　牛及び牛肉の主要流通経路

　　　　　　　　①

飼

育

農

家

「爽玉里ユー蒐集搬踊一屠醐町場一［囲一…
③↑

s」

消

費

者

（蒐集商

H：肉業者、中間商人）一
ﾕ亙壷］一一一一一一一」

　　　　｝

　　　　、＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

　　　　　　　　　　　　　　　　（密屠殺）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一→生写流通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一→枝肉流通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一……一一→精肉流通



るようになっているが、間題は非法定仲買人（中間繭人、ソモリクン）が介人して

飼育者が適当な価格を実現できないことである。

第3表　調査農家の流通経路別販売比率

流　　通　　経　　路

@（販売先）
比率｛殆1 農　　家　　番　　号

畜　　　　　　　協 50 ①②⑥⑦⑨⑩⑬⑯⑯

家　　畜　帝　場 28 ③⑤◎⑰⑱

　蒐　　　集　　　商
i食：二業老、中間商人）

22 ④⑧⑫⑭

計 100％ 18戸

（注）　実態調査表より作成。

飼育農家の話によれば販売しようとする牛を家畜富場につれていった時、中間商人

（非法定）が牛の販売価格に対して一度声を出せばそれ以上の価格にはならないと

いうことで、いわゆる中間商人たちの談合によって価格がある程度は決められてい

ると思われる。

　この中間商人というのは産地家畜市場を転々としながら手数料商人となったり、

いい牛が市場に出されると自己資金でその牛を購入し、他の家畜市場あるいは飼育

農家へ販売して利益を得て生活をしている繭人である。勿論、法的には非法定仲買

人による売買行為は禁止されているが、家畜市場内の非法定と法定の比率は約8：

2くらいであるといわれている。たとえば、調査農家の例を上げてみると家畜市場

での売買行為をする場合、基本的に入場税（頭当）として1才未満：200won，1

才以上：300wOn，手数料（買受人から徴収）として1頭i当り200Kg未満：2，500，

220－380Kg：4，500，380Kg以上：6ρ00wonを払うことになっている。しかし、調

査農家の大部分が牛を購入する時、中間蘭人（非法定）に仲介料として頭当り5，000

～10，000wonずつはらっている農家が多い。即ち、仔牛の場合2，500～5，000won，

成牛の場合5，000～10，000wonずつ仲介料としてはらうことが既成事実となってい

る。
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第4表　農家の韓牛売買状況（1986年度）

販　　　　　　　　　　　売 買　　　　　　　　　　　入
タイプ 農家番号

時期㈲ 頭数顧〉 販　売　先 微収手数稗won） 時期㈲ 頭数（醐 買入先 徴収手数料（won）

①
il 珪

畜　　協 な　し
暮 塁

家畜甫場

工

②
§12

珪2

〃 〃 8 7 〃

一定額の入場税（売買季
迫ｿ）似外に中間商人へ
㊨﨤ｿとして頭藪り5000～
P0000づっはらっている

⑤ 11 3 家畜市場 入場税：頭当300
夢8 281

〃

③ 12 2 ノノ 〃
ll・ §

〃 〃

⑦ 8 2 畜　　協 な　し 一 ｝
〃 〃

⑨ 6 2 〃 〃 2 2 〃 〃

⑩
1｛ 至

〃 〃 2 4 〃 〃

聾 ⑫ 7 2 食肉業者（庭先） 〃 7 2 〃 〃

⑭ 4 2 〃 〃 4 4 〃 〃

⑯ 5 1 畜　　協 〃 2 2 〃 〃

⑰ 12 2 家畜需場 入場税：配当3GO 1 1 〃 〃

⑱ 3 3 〃 〃 1 2 〃 〃

④
ll 茎

食肉業者 な　し 9 霧

〃 〃

⑥ 12 エ 畜　　協
　　繭
V 6 喋 〃 〃

⑧
11 塗

食肉業者 〃
、1 茎

〃 〃

盈

⑬ 7 2 家畜市場 入場税：肩当300 7 2 〃 〃

⑬ 7 2 密　　協 な　し 4 3 〃 〃

⑮ 7 2 〃 〃 2 4 〃 〃

（注）　実態調査表より作成。



　次には、③の蒐集商経路であるが調査農家（④⑧⑫⑭）の22％は飼育に対する経

験と市場価格の情報にくらいため、中間商人あるいは食肉業者が飼育農家をたずね、

前近代的取引方法である庭先販売をしている農家である。以上の農家が家畜市場で

の仲介料として払っている金額をおぼえていることがあまりないため、正確に調査

することができなかった。

厘．　まとめ

　本稿では水田と韓牛複合経営の実態を把握するため、調査農家の事例を取り上げ

その概要といくつかの特徴について検討してみた。それらを簡単に要約すれば、第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し1には、調査対象農家を水田面積と韓牛飼養頭数の規模によって3つのタイプに分

け、その1タイプは小規模の水田面積を持ちながらも経営能力が優越することから

他農家に比べて多頭飼育が可能となっていること。

　Rタイプは小規模（所有地あるいは借入地）の水田面積経営により規模拡大をした

くても資金力と経営能力、そして、粗飼料源が限られていることから多頭化ができ

ず、零細経営にとどまらざるをえないということ。

　撲タイプはわりあいに他のタイプの農家よりは水田面積を持ちながらも稲作との

労働力と生産手段が競合関係にあるため、多頭化をしないグループであることが認

められた。第2には、1970年代中頃まで飴牛飼養の目的は役・用畜段階にとどま

り、1戸当り飼養頭数は1～2頭にすぎなかったが社会経済的条件の変化によって調

査農家の大部分が経営内に韓牛部門を1つの基幹部門として取り入れ、複合化して

いること、そして、粗飼料源は主に稲わらに依存して水霞と韓牛飼養は不可分の関

係におかれていることが確認された。

　第3には、韓牛の売買方法において、いまだ前近代的な取引方法、即ち、中口商

人（非法定）と食肉業者による不公正取引が盛んで飼育農家が公正な価格をもらえ

ない場合が多いことが認められた。

　しかしながら、残された課題は多い。その第1は、韓牛経営部門と水田、畑部門

との経営要素の結合状況をより精密に検討し、さらには韓牛部門の飼養管理と労働

配分に関する分析が必要である。

　第2は、3回目タイプに分けた各々の個別農家に対するくわしい比較検討が不充

分であったこと。

　第3は、韓牛飼養農家の費用と収益性の側爾からの分析がまったく行なわれてい

なかった。これらの点については今後の研究課題としたい。
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注

1）磯辺秀俊編著『新編畜産経営学』垣星社厚生閣、1974、P．35。

2）いま韓国の政府では、不在地主と在村地盆による小作料の過剰徴収が農村発展の主要な阻害要因で

　あると判断され、賃貸借法を制定して賃借糊度を合法化しようとする試みがある。それは年ごとに

　増撫している都市居注不在地主の農地を農民に漸進的に還元さぜ、自作農と小作人に「耕着有剛を

　達成しようとすることに主臼的がある。

3）くわしいことは「農業経営研究」第11号のPR115～129を参考にすること。
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